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経
　
歴

一
九
五
七
年
一
一
月　

島
根
県
出
雲
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
六
年　

三
月　

島
根
県
立
出
雲
高
等
学
校
理
数
科
卒
業

一
九
七
六
年　

四
月　

九
州
大
学
文
学
部
入
学

一
九
八
〇
年　

三
月　

同
大
学
卒
業

一
九
八
〇
年　

四
月　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
・
史
学
専
攻
入
学

一
九
八
二
年　

三
月　

同
課
程
修
了

一
九
八
二
年　

四
月　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
西
洋
史
学
専
攻
進
学

一
九
八
五
年　

三
月　

同
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
八
五
年　

四
月　

日
本
学
術
振
興
会
・
奨
励
研
究
員
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
六
年　

四
月　

福
岡
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
同
年
九
月
ま
で
）

一
九
八
六
年　

六
月　

ベ
ル
ギ
ー
奨
学
金
留
学
生
試
験
合
格

一
九
八
六
年
一
〇
月　

 

ベ
ル
ギ
ー
国
立
ヘ
ン
ト
大
学 Rijksuniversiteit te Gent 

留
学
。

研
究
生
登
録
（
一
九
八
七
年
九
月
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
政
府
奨
学
金
留
学

生
。
そ
の
後
、
一
九
八
七
年
十
月
か
ら
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
私
費

研
究
生
。
そ
の
後
、
同
年
四
月
か
ら
同
年
九
月
の
帰
国
ま
で
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
の
資
格
で
在
籍
）

一
九
八
八
年　

四
月　

日
本
学
術
振
興
会
・
特
別
研
究
員
（
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
八
年　

九
月　

ベ
ル
ギ
ー
国
立
ヘ
ン
ト
大
学
で
の
研
究
生
修
了
・
帰
国

一
九
八
八
年
一
〇
月　

九
州
帝
京
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年　

四
月　

熊
本
大
学
文
学
部
・
講
師
（
一
九
九
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
二
年　

四
月　

同
大
学
同
学
部
・
助
教
授
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年　

六
月　

同
大
学
同
学
部
・
教
授
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年　

七
月　

九
州
大
学
・
博
士
（
文
学
）

二
〇
〇
三
年　

四
月　

 

熊
本
大
学
大
学
教
育
機
能
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
教
授
（
二
〇

〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
・
教
授
（
二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年　

四
月　

京
都
女
子
大
学
文
学
部
長
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年　

四
月　

京
都
女
子
学
園
常
任
理
事
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
八
年　

四
月　

 

大
阪
大
学
研
修
員
（
京
都
女
子
大
学
国
内
研
修
員
制
度
に
よ
る
、
同

年
九
月
ま
で
）

二
〇
一
九
年　

四
月　

 

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま

で
）

二
〇
二
三
年　

三
月　

京
都
女
子
大
学
定
年
退
職

＊
一
九
八
九
年
四
月
以
降
（
熊
本
大
学
着
任
後
）
に
授
業
を
担
当
し
た
非
常
勤
講
師
先

一
九
九
一
年　

四
月　

福
岡
大
学
（
商
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
二
年　

四
月　

 

熊
本
短
期
大
学
（
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
五
年　

四
月　

鹿
児
島
大
学
（
法
文
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
、
夏
季
集
中
）

一
九
九
五
年　

四
月　

熊
本
県
立
大
学
（
総
合
管
理
学
部
）（
一
九
九
六
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
六
年　

四
月　

熊
本
学
園
大
学
（
商
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
七
年　

四
月　

熊
本
県
立
大
学
（
総
合
管
理
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
七
年　

四
月　

九
州
大
学
（
文
学
部
）（
一
九
九
八
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
八
年　

四
月　

熊
本
県
立
大
学
（
総
合
管
理
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月　

大
阪
大
学
（
文
学
部
）（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
、
冬
季
集
中
）

二
〇
〇
七
年　

四
月　

奈
良
女
子
大
学
（
文
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
年
一
〇
月　

大
阪
大
学
（
文
学
部
）（
二
〇
〇
八
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年　

四
月　

熊
本
大
学
（
教
育
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
、
夏
季
集
中
）

二
〇
〇
九
年　

九
月　

京
都
大
学
（
文
学
部
）（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年
一
〇
月　

関
西
学
院
大
学
（
文
学
部
）（
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
九
年　

四
月　

京
都
大
学
（
文
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
）

二
〇
二
二
年　

四
月　

熊
本
大
学
（
文
学
部
）（
同
年
九
月
ま
で
、
夏
季
集
中
）

山
田
雅
彦
教
授　
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・
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【
著
書
】

１
．
単
著

『
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
の
生
成
│
在
地
社
会
と
商
品
流
通
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

〇
一
年
五
月
。

『
中
世
北
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ポ
ー
ム
通
過
税
の
形
成
・
展
開
と
地
域
に
お
け
る
社
会
的
合
意
』

熊
本
大
学
（
平
成
一
六
年
度
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
）、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

『
西
欧
中
世
都
市
の
食
糧
品
市
場
に
見
る
制
度
化
と
非
制
度
化
の
相
関
│
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル

の
事
例
研
究
』
京
都
女
子
大
学
（
平
成
一
七
〜
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成

果
報
告
書
）、
二
〇
〇
八
年
五
月
。

２
．
編
著

『
伝
統
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
周
辺
の
市
場
の
歴
史
』（
シ
リ
ー
ズ
『
市
場
と
流
通
の
社
会
史
』

第
一
巻
）
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
（
全
編
編
集
作
業
、
並
び
に
索
引
作
成

を
担
当
。
序
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
そ
の
周
辺
を
対
象
と
し
た
市
場
と
流
通
の
「
社
会

史
」
│
本
巻
の
ね
ら
い
│
」（
三
〜
一
四
頁
）
と
第
一
章
「
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク

帝
国
の
市
場
と
流
通
│
統
一
王
朝
時
代
を
中
心
に
│
」（
一
五
〜
四
四
頁
）
を
執
筆
）。

３
．
共
著
（
共
同
研
究
に
よ
る
科
研
報
告
書
類
は
共
著
と
は
扱
わ
ず
、
そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ

た
論
考
は
、
次
の
論
説
欄
で
別
に
掲
載
し
た
。）

森
本
芳
樹
編
『
西
欧
中
世
に
お
け
る
都
市=

農
村
関
係
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一

九
八
六
年
（
論
文
「
13
世
紀
初
頭
の
流
通
税
表
に
見
る
サ
ン
ス
の
流
通
構
造
│
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
大
市
近
接
地
域
に
お
け
る
都
市
と
農
村
│
」（
二
六
一
〜
三
〇
九
頁
）
を
寄

稿
）。

J.-M
. D

uvosquel et A
. D

ierkens 

（éds.

）, V
illes et cam

pagnes au m
oyen âge. 

M
élanges G

. D
espy, Liège, E

d. du Perron, 1991 juin

（
仏
語
論
文
）» Le 

m
ouvem

ent des foires en Flandre avant 1200 » 

（pp. 773-789

）
を
寄
稿
）。

江
川
温
・
服
部
良
久
共
編
『
西
欧
中
世
史
（
中
）
│
成
長
と
飽
和
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
九
五
年
一
一
月
（
第
五
章
「
市
と
交
易
」（
一
五
一
〜
一
七
三
頁
）
を
寄
稿
）。

佐
藤
次
高
・
岸
本
美
緒
編
『
市
場
の
地
域
史
（
地
域
の
世
界
史
９
）』
山
川
出
版
社
、
一
九

九
九
年
六
月
（
第
二
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
市
場
」（
五
三
〜
八
九
頁
）
を
寄
稿
）。

中
村
勝
責
任
編
集
『
市
と
糶
（
セ
リ
）』
中
央
印
刷
出
版
部
、
一
九
九
九
年
八
月
（
論
文

「
中
世
中
期
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
に
お
け
る
魚
介
流
通
│
流
通
税
表
を
素
材
と
し
て
み
た

ス
ヘ
ル
デ
河
流
域
部
の
ニ
シ
ン
流
通
を
中
心
に
│
」（
三
六
七
〜
三
八
四
頁
）
を
寄
稿
）。

佐
藤
彰
一
・
高
山
博
・
池
上
俊
一
共
編
『
西
洋
中
世
史
研
究
入
門
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
（
第
九
章
「
市
場
と
交
換
〈
１
〉
市
場
地
の
形
成
と
中
世
初
期
・
盛

期
の
交
易
」（
一
五
〇
〜
一
五
四
頁
、
三
五
三
〜
三
五
五
頁
）
を
担
当
）。

西
洋
中
世
史
研
究
会
編
『
西
洋
中
世
史
料
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
五
月

（「
農
村
支
配
の
緩
和
」（
二
〇
三
〜
二
〇
五
頁
）
及
び
「
在
地
の
市
場
」（
二
〇
八
〜
二

一
〇
頁
）
で
五
点
の
史
料
を
翻
訳
紹
介
）。

田
北
廣
道
・
藤
井
美
男
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
世
界
の
動
態
像
│
史
料
と
理
論
の
対
話
│

（
森
本
芳
樹
先
生
古
稀
記
念
論
集
）』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月
（
論
文

「
13
世
紀
後
半
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル
の
バ
ポ
ー
ム
通
過
税
免
除
特
権
を
め
ぐ
る
一
考
察
│

あ
る
例
外
の
背
景
と
そ
の
波
紋
│
」（
四
七
五
〜
四
九
六
頁
）
を
寄
稿
）

高
山
博
・
池
上
俊
一
共
編
『
西
洋
中
世
学
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月

（
第
五
章
「
度
量
衡
学
」（
九
一
〜
一
〇
三
頁
）
を
担
当
）。

服
部
良
久
・
江
川
温
・
山
辺
規
子
共
編
『
大
学
で
学
ぶ
西
洋
史
│
古
代
・
中
世
編
│
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
八
月
（
第
二
部
第
四
章
第
三
節
「
都
市
・
商
業
・
市
」

（
二
三
一
〜
二
四
三
頁
）
を
担
当
）。

斯
波
照
雄
・
玉
木
俊
明
編
『
北
海･

バ
ル
ト
海
の
商
業
世
界
』
悠
書
館
、
二
〇
一
五
年
六
月

（
第
七
章
「
フ
ラ
ン
ド
ル
と
ハ
ン
ザ
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
ハ
ン
ザ
│
ブ
ル
ッ
ヘ
の
浮

沈
を
め
ぐ
る
一
つ
の
物
語
」（
二
一
七
〜
二
五
六
頁
）
を
寄
稿
）。

服
部
良
久
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
読
む
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
│
紛
争
と
秩
序
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
十
月
（
論
文
「
な
ぜ
バ
ポ
ー
ム

の
通
過
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
│
一
三
・
一
四
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
と

王
権
の
係
争
│
」（
三
四
四
〜
三
六
七
頁
）
を
寄
稿
）。

金
澤
周
作
編
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
四
月
（「
ピ
レ
ン
ヌ

･

テ
ー
ゼ
」（
七
二
〜
七
三
頁
）
を
担
当
）。

春
田
直
紀
・
新
井
由
紀
夫
・D

avid Roffe

編
『
歴
史
的
世
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
刀
水
書

房
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
（
論
文
「
11
・
12
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
の
貨
幣
と
地
域
秩
序
│

コ
ル
ビ
ー
修
道
院
の
造
幣
活
動
を
通
し
て
」（
二
九
四
〜
三
一
六
頁
）
を
寄
稿
）。
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【
論
説
（
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
）】

「
中
世
都
市
ト
ロ
ワ
の
発
展
と
地
域
流
通
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
二
二

号
、
一
九
八
四
年
十
月
、
一
七
〜
三
六
頁
。

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
初
期
年
市
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
西
洋
史
学
』（
日
本
西
洋
史
学
会
）

一
三
六
号
、
一
九
八
五
年
三
月
、
三
四
〜
五
三
頁
。

「
北
フ
ラ
ン
ス
中
世
盛
期
の
都
市
・
農
村
関
係
に
関
す
る
研
究
│
一
九
六
〇
年
以
降
の
フ
ラ

ン
ス
学
界
│
」『
史
学
雑
誌
』（
史
学
会
）
九
五
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一
月
、
六
二
〜

八
八
頁
。

「
西
欧
中
世
都
市
の
起
源
と
年
市
│
Ａ
・
ロ
ン
バ
ー
ル
＝
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
最
近
の
業
績
を
め

ぐ
っ
て
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
二
号
、
一
九
八
八
年
三
月
、
八
一
〜

九
三
頁
。

「
フ
ラ
ン
ド
ル
年
市
初
期
史
の
再
構
成
に
向
け
て
│
研
究
史
と
ヘ
ン
ト
の
事
例
研
究
│
」

『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
六
号
、
一
九
八
九
年
六
月
、
一
〜
二
〇
頁
。

「
中
世
サ
ン
＝
ト
メ
ー
ル
の
流
通
税
表
│
層
位
学
的
考
察
の
試
み
│
（
上
）」『
文
学
部
論

叢
』（
熊
本
大
学
文
学
会
）
三
三
号
、
一
九
九
〇
年
十
月
、
一
〇
五
〜
一
三
〇
頁
。

「
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
の
小
都
市
メ
ー
セ
ン
の
発
展
と
年
市
」『
比
較
都
市
史
研
究
』（
比
較
都

市
史
研
究
会
）
九
巻
二
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
、
一
三
〜
二
七
頁
。

「
中
世
都
市
ヘ
ン
ト
の
流
通
地
理
│
流
通
税
表
が
語
る
都
市
史
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場

史
研
究
会
）
九
号
、
一
九
九
一
年
六
月
、
一
〜
二
八
頁
。

「
中
世
サ
ン
＝
ト
メ
ー
ル
の
流
通
税
表
│
層
位
学
的
考
察
の
試
み
│
（
下
）」『
文
学
部
論

叢
』（
熊
本
大
学
文
学
会
）
三
七
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月
、
一
二
九
〜
一
五
八
頁
。

「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
都
市
イ
ー
プ
ル
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
│
Ａ
・
フ
ェ
ル
ヒ
ュ
ル
ス
ト
の
所
説

に
い
た
る
研
究
史
│
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
二
九
号
、
一
九
九
一

年
十
二
月
、
一
五
〜
二
八
頁
。

「
西
欧
中
世
市
場
論
の
た
め
の
一
覚
書
│
メ
リ
ー
＝
シ
ュ
ル
＝
セ
ー
ヌ
の
市
場
譲
渡
に
関
す

る
一
一
七
七
年
文
書
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
文
学
部
論
叢
』（
熊
本
大
学
文
学
会
）
四
五
号
、

一
九
九
四
年
二
月
、
九
四
〜
一
〇
五
頁
。

「
封
建
期
北
フ
ラ
ン
ス
の
市
場
・
都
市
・
農
村
│
総
合
化
の
試
み
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市

場
史
研
究
会
）
一
四
号
、
一
九
九
五
年
三
月
、
一
六
〜
二
八
頁
。

「
一
二
世
紀
後
半
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
「
新
港
」
の
社
会
経
済
史
的
意
義
│
グ
ラ
グ
リ
ー

ヌ
港
達
設
を
め
ぐ
る
議
論
の
進
展
を
追
っ
て
│
」『
文
学
部
論
叢
』（
熊
本
大
学
文
学

会
）
五
三
号
、
一
九
九
六
年
三
月
、
四
五
〜
七
四
頁
。

「
13
世
紀
バ
ポ
ー
ム
の
通
過
税
│
制
度
変
容
の
社
会
史
の
た
め
の
一
試
論
│
」『
西
洋
史
学

論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
三
四
号
、
一
九
九
六
年
十
二
月
、
二
八
〜
五
〇
頁
。

「
中
世
中
期
に
お
け
る
市
場
と
権
力
│
12
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
を
中
心
に
│
」『
社
会
経

済
史
学
』（
社
会
経
済
史
学
会
）
六
三
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
七
月
、
三
二
〜
五
五
頁
。

「
安
全
護
送
権
と
封
建
制
の
定
立
│
12
世
紀
フ
ラ
ン
ス
王
領
に
お
け
る
王
権
と
領
主
権
を
中

心
に
│
」『
文
学
部
論
叢
』（
熊
本
大
学
文
学
会
）
六
五
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、
五
一

〜
八
〇
頁
。

「
12
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
北
部
の
農
業
生
産
実
態
に
つ
い
て
│
飢
饉
に
関
す
る
ガ
ル
ベ
ー

ル
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
テ
キ
ス
ト
と
学
界
論
争
│
」
工
藤
敬
一
編
『
日
本
中
世
・

近
世
に
お
け
る
生
産
力
表
示
の
系
統
的
把
握
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
（
科
学
研
究
費
補

助
金
研
究
報
告
書
）』
熊
本
大
学
、
一
九
九
九
年
三
月
、
一
三
三
〜
一
五
四
頁
。

「
問
題
提
起
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
市
場
研
究
と｢

市
場
経
済｣

概
念
│
農
村
市
場
研
究
の
特

集
に
寄
せ
て
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
二
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、

一
〜
一
二
頁
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
市
場
と
権
力
の
関
係
│
フ
ラ
ラ
ン
報
告
論
文
集
を
中
心
と
す
る
比
較

史
的
再
論
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
二
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、

一
九
〜
三
九
頁
。

「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
・
市
場
・
権
力
│
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
諸
地
域
経
済
圏
を
中
心

に
│
」『
歴
史
科
学
』（
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
）
一
六
八
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、
一

七
〜
二
八
頁
。

「
合
評
会
、
山
田
雅
彦
『
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
の
生
成
│
在
地
社
会
と
商
品
流
通
│
』
を

め
ぐ
っ
て
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
四
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
、

一
二
三
〜
一
二
八
頁
（
城
戸
照
子
「
商
品
流
通
か
ら
見
た
中
世
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

の
可
能
性
」、
堀
越
宏
一
「
総
括
コ
メ
ン
ト
」
を
受
け
て
の
返
答
）。

「
中
世
北
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
付
属
領
域
の
形
成
│
ア
ラ
ス
の
事
例
を
中
心
に
│
」

『
文
学
部
論
叢
』（
熊
本
大
学
文
学
部
）
七
八
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
一
〜
四
二
頁
。

「
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
南
部
に
お
け
る
ワ
イ
ン
・
ス
テ
ー
プ
ル
の
歴
史
的
意
味
│
十
三
世
紀
サ

ン
・
ト
メ
ー
ル
の
都
市
条
令
を
素
材
と
し
て
│
」『
法
文
化
叢
書
』（
法
文
化
学
会
）
二

号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
三
九
〜
六
二
頁
。

「
二
〇
〇
二
年
度
の
歴
史
学
界
、
回
顧
と
展
望
│
西
欧
中
世
│
」『
史
学
雑
誌
』（
史
学
会
）
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史　　　窓

一
一
二
巻
五
号
、
二
〇
〇
三
年
五
月
、
三
二
五
〜
三
三
四
頁
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
変
貌
す
る
西
欧
中
世
の
世
界
像
」『
九
州
歴
史
科
学
』（
九
州
歴
史
科
学

研
究
会
）、
三
一
号
、
八
五
〜
九
三
頁
（
花
田
洋
一
郎
、
森
本
芳
樹
、
藤
井
美
男
と
の

共
著
、「
十
三
世
紀
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル
に
お
け
る
ワ
イ
ン
・
ス
テ
ー
プ
ル
市
場
を
め
ぐ

る
統
制
変
化
と
西
欧
中
世
史
の
新
論
点
」
を
寄
稿
）。

“The Fourth T
ext of Péage de Bapaum

e at Saint-O
m
er

（A
SO

 A
BX

V
III 

1 5

）", T
he A

nglo-N
orm

an A
nonym

ous, V
ol. 22, N

r. 3, 2004 O
ctober, p. 3.

「
14
世
紀
前
半
バ
ポ
ー
ム
通
過
税
免
除
を
め
ぐ
る
ア
ミ
ア
ン
市
の
提
訴
と
そ
の
法
的
処
理
│

フ
ラ
ン
ス
王
国
に
お
け
る
「
王
権
的
地
域
」
の
生
成
の
例
│
」
吉
村
豊
雄
・
木
下
尚
子

編
『
世
界
的
文
化
資
源
集
積
と
文
化
資
源
科
学
の
構
築
（
熊
本
大
学
平
成
一
六
年
度
拠

点
形
成
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
）』
熊
本
大
学
、
第
一
巻
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、

一
五
八
〜
一
八
三
頁
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
：
西
欧
中
・
近
世
に
お
け
る
国
家
の
統
治
構
造
と
機
能
」『
西
洋
史

学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
四
三
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
、
九
三
〜
九
八
頁

（
藤
井
美
男
、
工
藤
則
光
、
正
本
忍
と
の
共
著
、
う
ち
小
論
「
西
欧
中
世
都
市
に
お
け

る
日
常
生
活
の
文
書
管
理
と
そ
の
法
的
・
社
会
的
意
味
│
北
仏
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸

都
市
の
非
訟
事
項
業
務
を
中
心
に
│
」
を
分
担
）。

“The Literal A
dm

inistration of 

“péage de B
apaum

e
" under the F

rench 
Crow

n and Som
e T

ow
ns, 1200-1400: W

hat a new
-found text of Saint-

O
m
er tells us?

", T
he H

askins Society Journal Japan. Studies in M
edieval 

H
istory, V

ol. 1, 2005 D
ecem

ber, pp. 39-48

「
中
世
北
フ
ラ
ン
ス
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
都
市
当
局
に
よ
る
私
法
行
為
に
関
わ
る

文
書
業
務
の
拡
大
と
そ
の
歴
史
的
意
義
│
ド
ゥ
エ
の
事
例
を
中
心
に
│
」
神
寳
秀
夫
編

『
西
欧
中
・
近
世
に
お
け
る
国
家
の
統
治
構
造
と
機
能
（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
報

告
書
）』
九
州
大
学
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
四
四
〜
五
三
頁
。

「
中
世
都
市
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル
に
お
け
る
水
産
物
流
通
と
都
市
当
局
│
制
度
と
し
て
の
公
開

市
場
の
鍛
錬
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
二
六
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
、

三
九
〜
五
九
頁
。

「
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
社
会
経
済
史
研
究
と
史
料
論
」
に
よ
せ
て
│
到
達
点
と
今
後
へ

の
期
待
│
」
岡
崎
敦
編
『
西
欧
中
世
比
較
史
料
論
│
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
・
平
成

一
八
年
度
年
研
究
成
果
報
告
書
』
九
州
大
学
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
一
八
〜
一
二
一

頁
。

「
中
世
中
期
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル
の
市
場
を
め
ぐ
る
自
由
と
規
制
│
一
三
世
紀
ワ
イ
ン
・
ス

テ
ー
プ
ル
市
場
再
論
│
」『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）、
六
五
号
、
二
〇
〇
八

年
二
月
、
三
三
〜
五
八
頁
。

「
中
世
都
市
の
文
書
管
理
│
北
フ
ラ
ン
ス
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
諸
事
例
に
見
る
│
」
岡
崎

敦
編
『
西
欧
中
世
文
書
の
資
料
論
的
研
究
│
平
成
二
〇
年
度
研
究
成
果
年
次
報
告
書
』

九
州
大
学
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
二
五
〜
三
九
頁
。

「
中
世
盛
期
・
後
期
都
市
文
書
と
そ
の
個
性
的
理
解
の
必
要
性
│
北
フ
ラ
ン
ス
の
諸
事
例
も

踏
ま
え
て
│
」
岡
崎
敦
編
『
西
欧
中
世
文
書
の
資
料
論
的
研
究
│
平
成
二
一
年
度
研
究

成
果
年
次
報
告
書
』
九
州
大
学
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
八
〇
〜
八
三
頁
。 

「
特
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
：
西
洋
中
世
盛
期･

後
期
に
お
け
る
宮
廷
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
四
八
号
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、

一
五
九
〜
一
六
五
頁
（
服
部
良
久
、
藤
井
真
生
、
中
堀
博
と
の
共
著
、
コ
メ
ン
ト
を
担

当
）。

「
中
世
後
期
ア
ミ
ア
ン
に
お
け
る
契
約
登
記
簿
の
誕
生
│
都
市
自
治
体
に
よ
る
非
訟
裁
治
権

<jurisdiction gracieuse>

の
行
使
を
軸
と
し
て
│
」『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史

学
会
）、
六
八
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
四
二
一
〜
四
四
四
頁
。

「
コ
ミ
ュ
ー
ン
成
立
期
ア
ミ
ア
ン
に
お
け
る
司
教
権
力
と
都
市
共
同
体
の
協
同
│
空
間
的
聖

性
の
演
出
と
受
容
を
め
ぐ
る
予
備
的
考
察
│
」
服
部
良
久
編
『
平
成
二
一
・
二
二
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
成
果
報
告
書
』
京
都
大
学
、
二
〇
一
一
年
三
月
、

一
五
八
〜
一
六
四
頁
。

「
中
世
都
市
ア
ミ
ア
ン
の
非
訟
裁
治
権<juridiction gracieuse>

に
関
す
る
記
録
│
シ
ロ

グ
ラ
フ
か
ら
契
約
登
記
簿
ま
で
│
」
岡
崎
敦
編
『
西
欧
中
世
文
書
の
資
料
論
的
研
究
│

平
成
二
二
年
度
研
究
成
果
年
次
報
告
書
』
九
州
大
学
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
四
九
〜
六

七
頁
。

「
中
世
後
期
都
市
史
研
究
の
現
状
と
都
市
文
書
研
究
の
展
開
│
北
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
│
」

岡
崎
敦
編
『
西
欧
中
世
文
書
の
資
料
論
的
研
究
│
平
成
二
三
年
度
研
究
成
果
年
次
報
告

書
』
九
州
大
学
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
九
〇
〜
九
八
頁
。

「
中
世
盛
期
・
後
期
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の｢

市
場
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
欧
米
学
界
を
中
心
に
│｣

『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）、
七
〇
号
、
二
〇
一

三
年
二
月
、
一
二
五
〜
一
五
四
頁
。
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山田雅彦教授　略年譜・業績一覧

「
九
州
に
お
け
る
西
洋
中
世
史
研
究
の
歩
み
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
五

〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
二
三
〜
一
三
二
頁
。

「
カ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
研
究
の
過
去
と
現
在
│
地
方
誌
と
国
際
交
易
史
の
混
在
か
ら
総
合
的
地

域
史
研
究
へ
│
」『
日
仏
歴
史
学
会
会
報
』
二
八
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
五
一
〜
五

三
頁
。

「
カ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
研
究
の
過
去
と
現
在
（
上
）
│
ド
ー
ン
ト
に
よ
る
問
題
の
整
理
と
継
承

│
」『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）、
七
二
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
、
三
九
〜
六

一
頁
。

「
特
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
：
バ
イ
ユ
ー
の
綴
織
（
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）
の
世
界
」『
西
洋
史

学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
五
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
一
〜
二
七
頁
（
小
澤

実
、
山
辺
規
子
、
森
貴
子
、
保
立
道
久
、
鶴
島
博
和
と
の
共
著
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概

要
」（
一
〜
三
頁
）
の
箇
所
を
担
当
）。

「
中
世
初
期
コ
ル
ビ
ー
修
道
院
（
北
フ
ラ
ン
ス
）
の
貨
幣
│
構
築
さ
れ
た
貨
幣
史
の
も
つ
れ

│
」『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
七
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
一
一
七
〜
一

三
六
頁
。

「
10
・
11
世
紀
ア
ミ
ア
ン
（
北
フ
ラ
ン
ス
）
の
貨
幣
│
最
近
の
埋
蔵
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
て

│
」
鶴
島
博
和
編
『
前
近
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
に
お
け
る
貨
幣
と
流
通
の
シ
ス
テ
ム
の

構
造
と
展
開
』
熊
本
大
学
科
研
費
報
告
書
、
三
／
四
号
、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
一
七
二

〜
一
七
六
頁
。

「
市
場
は
国
王
大
権
に
あ
ら
ざ
る
な
る
│
中
世
初
期
フ
ラ
ン
ク
王
権
の
市
場
と
貨
幣
の
比
較

か
ら
│
」『
史
窓
』（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
七
八
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
〇
一

〜
一
一
三
頁
。

「
中
世
中
期
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
「
市
場
権
」
形
成
史
│
造
幣
権
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」

『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
研
究
紀
要
（
史
学
編
）』
二
〇
号
、
二
〇
二
一

年
三
月
、
一
〜
二
六
頁
。

【
書
評
・
新
刊
紹
介
類
】

「
新
刊
紹
介
、
Ｓ
・
キ
ュ
ル
ベ
イ
エ
著
『
ダ
ン
ケ
ル
ク
、
中
世
末
フ
ラ
ン
ド
ル
の
港
町
│
一

三
五
八
年
〜
一
四
〇
七
年
の
バ
イ
イ
会
計
簿
を
通
し
て
み
た
る
（
仏
書
）』『
日
仏
歴
史

学
会
会
報
』
七
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
、
三
〜
四
頁
。

「
書
評
、
斎
藤
絅
子
著
『
西
欧
中
世
慣
習
法
文
書
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
」『
社
会
経

済
史
学
』（
社
会
経
済
史
学
会
）
五
八
巻
五
号
、
一
九
九
三
年
一
月
、
一
四
三
〜
一
四

七
頁
。

「
書
評
、
比
較
都
市
史
研
究
会
編
著
『
都
市
と
共
同
体
（
上
）（
下
）』
名
著
出
版
」『
市
場
史

研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
一
二
号
、
一
九
九
三
年
六
月
、
九
八
〜
一
〇
三
頁
。

「
書
評
、
阿
部
謹
也
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
読
む
』
│
中
世
人
の
生
き
ざ
ま
主
題
に
│
」『
熊
本

日
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
十
二
月
二
十
四
日
。

「
書
評
、
レ
ジ
ー
ヌ
・
ペ
ル
ヌ
ー
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ラ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
、
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
ン
ペ

ル
共
著
、
福
本
直
之
訳
・
樺
山
紘
一
解
説
『「
産
業
」
の
根
源
と
未
来
│
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
発
信
│
』
農
文
協
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研
究
会
）
一
六
号
、
一

九
九
六
年
十
一
月
、
一
六
七
〜
一
六
九
頁
。

「
書
評
、
近
藤
晃
著
『
市
場
経
済
の
史
的
構
造
│
イ
ギ
リ
ス
市
場
史
研
究
序
説
│
』
未
来

社
」『
社
会
経
済
史
学
』（
社
会
経
済
史
学
会
）
六
二
巻
六
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
一

一
七
〜
一
二
一
頁
。

「
論
評
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
異
人
歓
待
と
共
同
体
型
公
共
社
会
の
歴
史
性
│
パ
イ
ヤ
ー

著
（
岩
井
隆
夫
訳
）『
異
人
歓
待
の
歴
史
』
を
読
む
│
」『
市
場
史
研
究
』（
市
場
史
研

究
会
）
一
七
号
、
一
九
九
七
年
十
一
月
、
八
二
〜
九
二
頁
。

「
書
評
、
シ
ャ
ル
ル
・
プ
テ
ィ
＝
デ
ュ
タ
イ
イ
著
、
高
橋
清
徳
訳
・
解
説
『
西
洋
中
世
の
コ

ミ
ュ
ー
ン
』
創
文
社
」『
法
制
史
研
究
』（
法
制
史
学
会
）
四
九
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、

二
八
五
〜
二
八
九
頁
。

「
書
評
、
河
原
温
著
『
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
の
都
市
と
社
会-

慈
善
の
社
会
史
』
中
央
大
学
出

版
部
」『
日
蘭
学
会
会
誌
』
二
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
六
五
〜
七
〇
頁
。

「
書
評
、
ア
ド
リ
ア
ー
ン
・
フ
ル
ヒ
ュ
ル
ス
ト
著
、
森
本
芳
樹
・
藤
本
太
美
子
・
森
貴
子
共

訳
『
中
世
都
市
の
形
成
│
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
│
』
岩
波
書
店
」『
社
会
経
済
史
学
』（
社

会
経
済
史
学
会
）
六
八
巻
一
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
一
一
四
〜
一
一
六
頁
。

「
書
評
、
丹
下
栄
著
『
中
世
初
期
の
所
領
経
済
と
市
場
』
創
文
社
」『
歴
史
学
研
究
』（
歴
史

学
研
究
会
）
七
九
一
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
五
三
〜
五
六
頁
。

「
書
評
、
ポ
ー
ル
・
ギ
シ
ョ
ネ
著
、
内
田
日
出
海
・
尾
崎
麻
弥
子
訳
『
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

国
境
の
政
治
経
済
史
』
│
フ
リ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
複
雑
な
背
景
」『
熊
本
日
日
新
聞
』
二

〇
〇
五
年
六
月
十
九
日
。

「
書
評
、
藤
井
美
男
著
『
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
│
財
政
を
め
ぐ
る
形
成
期

近
代
国
家
と
中
世
都
市
│
』」『
社
会
経
済
史
学
』（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
五
巻
一
号
、
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二
〇
一
〇
年
五
月
、
一
〇
〇
〜
一
〇
二
頁
。

「
新
刊
紹
介 

“Lom
bard- Jourdan, A

nne, L
es H

alles de P
aris et leur quartier 

（1137-1969

）, Paris, 2009

"」『
西
洋
中
世
研
究
』（
西
洋
中
世
学
会
）
二
号
、
二
〇

一
〇
年
十
二
月
、
二
〇
六
頁
。

「
新
刊
紹
介
“Van Bavel, Bas, M

anors and M
arkets : E

conom
y and Society in 

the L
ow

 C
ountries, 500-1600, O

xford/N
ew

 Y
ork, 2010

"」『
西
洋
中
世
研

究
』（
西
洋
中
世
学
会
）
二
号
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
、
二
一
八
〜
二
一
九
頁
。

「
新
刊
紹
介
“A. W

illem
sen and H

. K
ik 

（eds.

）, D
orestad in an International 

Fram
ew

ork. N
ew

 R
esearch on C

entres of T
rade and C

oinage in 
C
arolingian T

im
es: Brepols, 2010

"」『
西
洋
中
世
研
究
』（
西
洋
中
世
学
会
）
三

号
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
二
一
三
〜
二
一
四
頁
。

「
書
評
、
佐
藤
公
美
著
『
中
世
イ
タ
リ
ア
の
地
域
と
国
家
│
紛
争
と
平
和
の
政
治
社
会
史

│
』」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）、
五
一
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
三
七

〜
四
〇
頁
。

「
書
評
、
田
村
愛
理
・
川
名
隆
史
・
内
田
日
出
海
編
『
国
家
の
周
縁
ー
特
権
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
共
生
の
比
較
社
会
史
ー
』
│
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
活
用
す
る
権
力
」『
熊
本
日
日
新

聞
』
二
〇
一
五
年
十
月
十
八
日
。

「
新
刊
紹
介
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ラ
ン
ジ
ェ
著
、
高
橋
理
監
訳
、
奥
村
優
子
・
小
澤
実
・
小

野
寺
利
行
・
柏
倉
知
秀
・
高
橋
陽
子
・
谷
澤
毅
共
訳
『
ハ
ン
ザ
│
12
〜
17
世
紀
│
』」

『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
五
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
七
九
〜
八
二

頁
。

「
書
評
、
川
分
圭
子
・
玉
木
俊
明
編
著
『
商
業
と
異
文
化
の
接
触
│
中
世
後
期
か
ら
近
代
に

お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
商
業
の
生
成
と
展
開
│
』」『
史
学
雑
誌
』（
史
学
会
）
一
二

七
巻
一
一
号
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
、
七
四
〜
八
三
頁
。

「
新
刊
紹
介
、
渡
辺
節
夫
著
『
国
王
証
書
と
フ
ラ
ン
ス
王
権
』（
知
泉
学
術
叢
書
一
九
）
知

泉
書
舘
」『
西
洋
史
学
論
集
』（
九
州
西
洋
史
学
会
）
六
〇
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
九

五
〜
九
八
頁
。

【
翻
訳
（
共
訳
書
、
な
ら
び
に
単
訳
論
文
）】

デ
ュ
ビ
ィ
他
著
、
森
本
芳
樹
編
、
山
田
を
含
む
七
人
に
よ
る
共
訳
『
西
欧
中
世
に
お
け
る
都

市
と
農
村
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
一
月
（
ジ
ャ
ン
・
シ
ュ
ネ
イ
デ
ル
著

「
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
ー
ズ
文
書
の
起
源
│
十
一
〜
十
二
世
紀
│
」（
一

二
三
〜
一
六
三
頁
）
の
翻
訳
担
当
）。

ア
ラ
ン
・
デ
ル
ヴ
ィ
ル
著
「
中
世
ノ
ー
ル
地
方
に
お
け
る
都
市
と
農
村
」『
市
場
史
研
究
』

（
市
場
史
研
究
会
）
一
五
号
、
一
九
九
五
年
十
一
月
、
九
八
〜
一
二
四
頁
。

ア
ラ
ン
・
デ
ル
ヴ
ィ
ル
著
「
資
本
主
義
の
誕
生
」『
文
学
部
論
叢
』（
熊
本
大
学
文
学
会
）
五

七
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
一
〇
一
〜
一
二
六
頁
。

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
リ
ス
著
、
瀬
原
義
生
監
訳
、
山
田
を
含
む
四
人
に
よ
る
共
訳
『
地
域
か
ら

み
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
│
中
世
ベ
ル
ギ
ー
の
都
市
・
商
業
・
心
性
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
四
年
一
月
（
第
五
章
「
中
世
ム
ー
ズ
地
方
の
都
市
と
商
業
」（
九
七
〜
一

二
二
頁
）、
第
六
章
「
十
三
世
紀
後
半
ナ
ミ
ュ
ー
ル
伯
領
の
大
青
圧
搾
機
」（
一
二
三
〜

一
五
四
頁
）
を
担
当
、
並
び
に
索
引
作
成
を
担
当
）。

パ
ー
ス
ッ
ク
・
ポ
ン
パ
イ
チ
ッ
ト
＆
ク
リ
ス
・
ベ
ー
カ
ー
共
著
、
北
原
淳
・
野
崎
明
監
訳
、

日
タ
イ
セ
ミ
ナ
ー
訳
『
タ
イ
国
│
近
現
代
の
経
済
と
政
治
│
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月
（
第
二
部
「
都
市
」
第
三
章
「
貿
易
商
・
徴
税
請
負
人
・
国
王
」（
一
三
五

〜
一
六
〇
頁
）
を
担
当
）。

臼
井
佐
知
子
他
編
『
契
約
と
紛
争
の
比
較
史
料
学
│
中
近
世
に
お
け
る
社
会
秩
序
と
文
書

│
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
（
ト
マ
・
ブ
ル
ネ
ー
ル
著
「
中
世
北
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
都
市
当
局
の
公
証
制
度
」（
三
一
七
〜
三
三
一
頁
）
の
翻
訳
担
当
）。

【
辞
典
類
】

『
歴
史
学
辞
典
、
第
一
巻
、
交
換
と
消
費
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
一
月
（「
局
地
的
市
場

圏
」
の
項
目
を
担
当
）。

『
歴
史
学
辞
典
、
第
一
三
巻
、
所
有
と
生
産
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
一
月
（「
領
主
（
西

欧
の
）」「
農
奴
制
」「
所
領
明
細
帳
」
の
項
目
を
担
当
）

【
そ
の
他
】

「
一
九
九
二
年
度
都
市
史
研
究
国
際
委
員
会　

T
he International Com

m
ission for the 

H
istory of T

ow
ns, A

rphen-aan-de-Rijn, 6-10, Septem
ber, 1992

」『
比
較
都
市

史
研
究
』
一
一
巻
二
号
、
一
九
九
二
年
十
二
月
、
六
四
〜
六
五
頁
。

「
昨
今
の
西
洋
史
研
究
を
見
て
│
奇
妙
な
解
放
│
」『
武
夫
原
』（
熊
本
大
学
同
窓
会
誌
）
三

号
、
一
九
九
五
年
三
月
、
五
〜
六
頁
。
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「
王
妃
マ
ル
ゴ
│
宮
廷
取
り
巻
く
「
闇
」
と
快
楽
│
（
映
画
評
ム
ー
ビ
ー
シ
ャ
ッ
フ
ル
）」

『
熊
本
日
日
新
聞
夕
刊
』
一
九
九
五
年
六
月
七
日
。

「「
ラ
テ
ン
」「
ゲ
ル
マ
ン
」
の
接
点
│
異
文
化
が
培
う
ベ
ル
ギ
ー
│
」『
熊
本
日
日
新
聞
』

二
〇
〇
二
年
五
月
一
〇
日
。

「
熊
本
│
都
市
建
築
の
現
状
か
ら
思
う
」『
環
│
歴
史
・
環
境
・
文
明
』
一
七
号
（
特
集

「
都
市
と
は
何
か
」）、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
三
〇
六
〜
三
〇
七
頁
。

「
21
世
紀
熊
本
大
学
教
養
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
今
後
の
課
題
│
教
育
目
標
の
明
示
と

主
題
科
目
Ⅰ
・
Ⅱ
の
設
置
を
中
心
に
│
」『
大
学
教
育
年
報
』（
熊
本
大
学
大
学
教
育
機

能
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）
七
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
五
〜
一
七
頁
。

「
熊
本
大
学
「
21
世
紀
教
養
教
育
」
と
西
洋
史
系
教
養
科
目
授
業
実
践
の
試
み
│
授
業
到
達

目
標
の
設
定
と
そ
の
実
質
化
に
向
け
て
│
」『
九
州
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
・
第

五
三
回
九
州
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
協
議
会
議
事
録
』
二
〇
〇
五
年
三
月
、
一
五
二

〜
一
五
九
頁
。

「
教
養
教
育
に
お
け
る
総
合
系
お
よ
び
学
際
系
科
目
の
調
整
と
今
後
の
在
り
方
」
熊
本
大
学

大
学
教
育
機
能
開
発
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
学
長
裁
量
経
費
）
研
究
成
果
報
告
書
』、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
七
九
〜
一
一
二
頁
。

「
西
欧
前
近
代
社
会
の
無
秩
序
と
秩
序
」『
道
標
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
十
月
、
二
八
〜

四
七
頁
。

「
昨
今
の
大
学
教
育
と
歴
史
学
│
史
学
で
西
洋
史
を
講
じ
る
も
の
と
し
て
」『
道
標
』
二
七

号
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
二
〜
三
六
頁
。

「
貴
重
書
紹
介
│
川
口
文
庫
の
誕
生
」『
京
都
女
子
大
学
通
信
』
一
〇
一
号
、
二
〇
一
一
年

六
月
、
九
〜
一
〇
頁
。

「
歴
史
よ
も
や
ま
話
④
中
世
北
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
文
書
に
誘
わ
れ
て
」『
芬
陀
利
華
』（
京
都

女
子
大
学
宗
教
部
）
三
四
〇
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
十
二
日
、
一
面
。

「
ブ
ラ
ウ
兄
弟
『
大
地
図
帳
』
第
一
〇
巻
、
ア
ジ
ア
の
部
、
一
六
六
二
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
刊
」『「
京
女
一
〇
〇
年
の
至
宝
」
展
』
二
〇
二
〇
年
十
月
。

「
ラ
テ
ン
語
説
教
写
本
断
簡
、
一
一
五
〇
年
頃
イ
タ
リ
ア
、
最
新
収
蔵
書
」『「
京
女
一
〇
〇

年
の
至
宝
」
展
』
二
〇
二
〇
年
十
月
（
大
黒
俊
二
氏
と
の
共
著
）。

「
研
究
も
人
生
も
「
偶
然
」
を
ど
う
活
か
す
か
」『
芬
陀
利
華
』（
京
都
女
子
大
学
宗
教
部
）

三
九
六
号
、
二
〇
二
三
年
九
月
十
二
日
、
二
面
。

【
学
会
発
表
・
研
究
会
報
告
】（
二
〇
〇
六
年
四
月
の
京
都
女
子
大
学
着
任
以
後
の
主
要
な
も

の
に
限
り
、
さ
ら
に
科
研
費
に
よ
る
共
同
研
究
の
際
の
個
別
研
究
報
告
等
は
こ
こ
で
は

割
愛
し
た
。）

「
中
世
社
会
経
済
史
研
究
と
史
料
論
に
関
し
て
」
九
州
史
学
会
二
〇
〇
六
年
度
大
会
、
九
州

大
学
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
日
。

「M
edieval M

arket A
ctivities under U

rban Governm
ental Control ? : In the 

Light of a T
ow

n- Register of Saint- O
m
er during the 13th Century

」
二
〇

〇
七
年
国
際
中
世
史
研
究
学
会
、
イ
ギ
リ
ス
・
リ
ー
ズ
大
学
（International 

M
edieval Congress 2007, Leeds

）、
二
〇
〇
七
年
七
月
九
日
。

「
中
世
中
期
北
フ
ラ
ン
ス
都
市
に
お
け
る
市
場
の
統
制
と
商
業
の
自
由
│
サ
ン
・
ト
メ
ー
ル

市
の
事
例
か
ら
│
」
関
西
中
世
史
研
究
会
二
〇
〇
七
年
十
二
月
例
会
、
京
都
大
学
、
二

〇
〇
七
年
十
二
月
十
五
日
。

「
中
世
中
期
西
欧
都
市
に
よ
る
文
書
管
理
の
多
様
性
│
北
フ
ラ
ン
ス
・
低
地
諸
地
方
を
中
心

に
│
」
西
欧
中
世
史
料
論
研
究
会
第
四
一
回
例
会
、
九
州
大
学
、
二
〇
〇
八
年
七
月
六

日
。

「
13
〜
14
世
紀
の
バ
ポ
ー
ム
通
過
税
と
北
フ
ラ
ン
ス
都
市
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か

の
通
過
税
│
」
関
西
中
世
史
研
究
会
二
〇
〇
九
年
度
三
月
例
会
、
京
都
大
学
、
二
〇
一

〇
年
三
月
二
十
日
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
メ
ン
ト
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
に
お
け
る
財
政
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
を

め
ぐ
っ
て
│
中
世
中
期
北
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
史
の
立
場
か
ら
│
」
社
会
経

済
史
学
会
第
79
回
全
国
大
会
、
関
西
学
院
大
学
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
十
日
。

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
メ
ン
ト
「
西
洋
中
世
盛
期･

後
期
に
お
け
る
宮
廷
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」」
九
州
西
洋
史
学
会
二
〇
一
〇
年
度
秋
季
大
会
、
九
州
大
学
、
二
〇
一
〇
年

十
月
十
六
日
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
盛
期･

後
期
の
「
市
場
」
史
の
現
状
と
課
題
」
第
57
回
市
場
史
研
究
会

大
会
、
京
都
女
子
大
学J

校
舎
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
三
日
。

「
中
世
西
欧
の
初
期
都
市
法
の
関
心
│
市
場
の
自
由
…
そ
れ
と
も
も
っ
と
日
常
の
平
和
を
！

│
」
関
西
比
較
都
市
史
研
究
会
、
大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
駅
前
第

二
ビ
ル
六
階
）、
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
七
日
。

「
九
州
に
お
け
る
西
洋
中
世
研
究
の
歩
み
」
九
州
西
洋
史
学
会
二
〇
一
二
年
度
秋
季
大
会
、

福
岡
大
学
、
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
七
日
。
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「
中
世
北
フ
ラ
ン
ス
都
市
の
公
証
業
務
と
非
訟
裁
治
権
」
九
〜
一
九
世
紀
文
書
史
料
の
多
元

的
複
眼
的
比
較
研
究
、
二
〇
一
三
年
度
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
た
準
備
研
究
会
、

国
文
学
資
料
館
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
二
日
。

「
カ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
研
究
の
過
去
と
現
在
│
地
方
誌
と
国
際
交
易
史
の
混
在
か
ら
総
合
的
地

域
史
研
究
へ
│
」
日
仏
歴
史
学
会
第
四
回
研
究
大
会
、
関
西
学
院
大
学
、
二
〇
一
三
年

三
月
二
十
八
日
。

「
中
近
世
ハ
ン
ザ
空
間
と
市
場
、
趣
旨
説
明
と
ま
と
め
」
第
六
〇
回
市
場
史
研
究
会
、
な
ら

び
に
日
本
ハ
ン
ザ
史
研
究
会
二
〇
一
三
年
度
十
二
月
例
会
の
合
同
研
究
会
、
中
央
大
学
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
七
日
。

「
13
〜
14
世
紀
の
バ
ポ
ー
ム
通
過
税
と
北
フ
ラ
ン
ス
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
通
過

税
│
」
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
（
基
盤
研
究
Ａ
）「
西
欧
中
近
世
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
秩
序
」
最
終
研
究
会
、
京
都
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
十
六
日
。

「
フ
ラ
ン
ド
ル
と
ハ
ン
ザ
、
フ
ラ
ン
ス
と
ハ
ン
ザ
│
ブ
ル
ッ
ヘ
の
浮
沈
を
め
ぐ
る
ハ
ン
ザ
商

業
の
動
静
│
」
日
本
ハ
ン
ザ
史
研
究
会
二
〇
一
四
年
度
六
月
例
会
、
中
央
大
学
、
二
〇

一
四
年
六
月
二
十
八
日
。

「
コ
メ
ン
ト
、
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
的
市
場
経
済
社
会
の
歴
史
的
再
検
討
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

史
の
最
近
の
研
究
か
ら
」
九
州
西
洋
史
学
会
二
〇
一
四
年
度
秋
季
大
会
、
熊
本
大
学
、

二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
九
日
。

「
10
・
11
世
紀
フ
ラ
ン
ス
王
国
北
部
に
お
け
る
貨
幣
発
給
│
カ
ン
ト
ヴ
ィ
ッ
ク
貨
と
コ
ル

ビ
ー
貨
の
事
例
を
中
心
に
│
」
第
26
回
関
西
比
較
都
市
史
研
究
会
、
大
阪
市
立
大
学
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
駅
前
第
二
ビ
ル
六
階
）、
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
九
日
。

「
11
・
12
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
の
貨
幣
と
地
域
秩
序
│
コ
ル
ビ
ー
修
道
院
の
造
幣
活
動
を
中
心

に
│
」
大
阪
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
研
究
会
、
大
阪
大
学
豊
中

キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
八
年
七
月
十
三
日
。

「
12
世
紀
以
前
の
西
欧
中
世
諸
権
力
と
市
場
│
市
場
は
国
王
大
権
に
属
す
よ
う
な
権
利
な
の

だ
ろ
う
か
│
」
二
〇
一
八
年
度
市
場
史
研
究
会
大
会
、
福
井
県
立
大
学
（
福
井
市
地
域

交
流
プ
ラ
ザ
）、
二
〇
一
八
年
十
一
月
三
日
。

「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
デ
ナ
リ
ウ
ス
銀
貨
の
世
界
│
社
会
が
求
め
、
社
会
が
作
り
出

せ
る
貨
幣
の
形
│
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

パ
ネ
ル
（
公
募
）」
日
本
西
洋

史
学
会
第
六
九
回
大
会
、
静
岡
大
学
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
趣
旨
説
明
」
と
「
十

一
・
二
世
紀
北
フ
ラ
ン
ス
の
小
額
貨
幣
の
存
在
理
由
│
コ
ル
ビ
ー
貨
の
分
析
を
中
心
に

│
」
の
パ
ネ
ル
報
告
を
担
当
、
二
〇
一
九
年
五
月
十
九
日
。


